
当社の運用ベースは、国内発表の建値と連動するものとします 

 

令和6年4月5日（金） 
     お得意様先各位    様 

 

貴社ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

銅ベース変更のお知らせです。  

記 

4/5 付 国内銅建値 Cu1400⇒Cu1450 に改訂。 
 

4/4 LMEの前日差は、前場+325の$9,257/㌧。

NYの前日差は、+$5.35¢/LBの$424.65¢/LB。

TTSは、前回改定時より 2銭円高の 152円 74

銭を受けて 5万円 UPの 1450Bへと改定となっ

た。 

前回 国内銅建値が 1400B と改定となった

後の銅相場は、中国の 3月ｻｰﾋﾞｽ部門購買担当

者景気指数が発表され、市場予想を上回った

ことを受け、中国経済回復への期待感から一

時＄9,000/㌧後半まで上昇。さらに米国の 3

月 ISM 非製造業景気指数が発表され、市場予

想を下回ったことを受け、早期利下げ期待が

高まりからﾄﾞﾙ安が進行。＄9,345/㌧まで値を

上げた。 

翌日、米国の新規失業保険申請件数が発表

され市場予想を上回ったことにより労働市場

の冷え込みが意識され、早期利下げ期待の高

まりからﾄﾞﾙ安が進行した。ﾄﾞﾙ建て資産の

LME銅は割安感から値を上げ、$9,389/㌧で引

け、銅建値は 1450Bへ改定となる。 

 

 


